
（令和５年度）通学路における
点検箇所及び対応の方向性について

1

3

5

4

2

地点5 住吉町4-6-12付近（又六地蔵の交差点）
自転車専用の信号があるが、歩行者と赤になるタイミングが異
なり、それを認識していない自転車の飛び出しが危険である。
➣ 当該交差点の信号の設定について、警察より説明をした。
引き続き注意しながら通行するようお願いする。

地点6 住吉町5-6付近（住吉小東門先のＴ字路）
スクールゾーンの時間規制の通りにつながるこの道路を速度の
速い車両が通る。
➣「通学路」を周知する電柱幕を設置する。
➣ 車両に対して児童の通行を周知する看板の設置を検討する。

地点1 住吉町5-8付近（保谷高校前の横山道）
見通しが悪く、車両と接触する危険性がある。
➣ スクールゾーンの取締り以外に警察と合同の安全
指導ができないか検討する。

地点2 泉町6-1付近
通学時間に車両が通行する。人通りが少なく、防犯面
で不安がある。
➣ パトロールの強化を田無警察署に依頼する。

地点3 住吉町1-21付近（尉殿神社前）
車両の通行で横断歩道が混雑し、児童が立ち往生する
ことがある。歩行者用信号の青の時間の延長を希望。
➢ 信号の時間の調整が可能か田無警察署に確認する。

地点4 住吉町3-17付近（地蔵通り）
道幅が狭い道だが車両の交通量が多く、通園バスやト
ラックも多く通る。下校時間は暗くなり、防犯面でも
不安がある。
➣ 街路灯の照度を調整した。
➣ パトロールの強化を田無警察署に依頼する。
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【その他の危険箇所】
・一方通行だが、近くの駐車場から出た車が逆走してくることがよくある。
➣ 当該箇所付近の民間駐車場の管理者に協力を依頼した。

・速度の速い車両の交通量が多く、接触する危険性がある。
➢ これまで、ハード面の改善等を行ってきている。
➢ 児童への交通安全指導を徹底する。


